
松江東高等学校－島根大学連携

島根大学教職大学院生による「教科指導力向上のための授業研究と課題」の研究授業



 本校では、昨年度より島根大学との連携を深めており、今年度は様々な連携事業が行われています。その

１つとして、今春より島根大学教職大学院生４名が、週１回、本校で授業やホームルームなどを参観し、大

学院での自身の研究の参考にしています。この教職大学院との連携の一環として、１１月１８日（月）に島

根大学教職大学院生４名による研究授業が本校で開催されました。

 今回の研究授業は、「日常生活で形成された素朴概念や誤概念による学習への影響」を考えることを目的

に行われました。自身の生活経験やメディアなどによって形成された素朴概念が学習に好影響を与えるとき

と、誤概念の形成につながり学習を阻害することがあります。このような誤概念を、実験・観察や他者との

議論を通して科学的に正しい概念へと再構築するための授業を、小･中･高等学校の現役の先生や教職未経験

者などで構成された教職大学院生８名が協力して考案し本校で実践されました。



【研究授業】 

実施日：令和元年１１月１８日（月）３，４時限 

対 象：２５Ｒ物理選択者 

内 容：① 単振り子の周期（３限） 

    ② 電池の接続と吹き矢（４限） 

様 子： ２０名以上の教職大学院生と島根大学の先生、そして本校の教員が見守る中で、教職大

学院生４名が授業を行ないました。たくさんの大人に見られ緊張していた生徒も、誤概念

の形成により自身の考えが誤っていたことに気がつくと、実際に実験して確かめてみたり、

原因をグループの仲間と議論したりするうちに緊張がほぐれ、楽しそうに２時間の授業を

受けていました。授業を通して、誤概念が自身の学習を阻害していることに気がつくこと

ができたようでした。 




